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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」  令和８年度(2026年度) 

 

道立高校等の生徒の道内大学への派遣・交流事業（北海学園大学会場） 

 

１.目的 

道立高校等の生徒を道内大学に派遣し、同大学の留学生との英語によ  

る交流や、大学の講義受講、研究室訪問等を通して、英語によるコミュ  

ニケーション力の向上を図るとともに、国際的な視野を育み、海外と積 

極的に交流しようとする意欲の向上を図る。 

  

２.主催 

北海道教育委員会、北海学園大学 

 

３.実施時期 

令和８年(2026年)６月 15日（月) 

 

４.実施場所 

北海学園大学 

 

５.参加者 

全道の道立高校 12校、50名（１年次３名、２年次 26名、３年次 21名）が参加 

 

６.日程 

時  間 内    容 

9:00-9:10 開会式・オリエンテーション 

9:20-10:40 【大学生と考える留学・海外渡航】〈北海学園大学学生７名〉  

10:50-11:50 

【講義】 

「カナダでの留学生活 Studying in Canada」 

〈レスブリッジ大学 デイヴィッド・ローグ教授〉 

11:50-13:00 昼食 

13:00-14:00 

【留学生との文化交流】 

「『謎解き×フォトハント』-GAKUEN QUEST-」 

〈北海道伊達開来高等学校 太田和樹教諭、HIECC留学生８名〉 

14:10-14:55 

【ワークショップ】 

「ケースに学ぶ異文化理解・コミュニケーション」 

〈北海道伊達開来高等学校 太田和樹教諭〉 

15:05-15:35 

【講義】 

「身近な食材から世界とのつながりを考える 

：国際社会におけるエシカル・サステナビリティ」 

〈北海学園大学経営学部経営情報学科 水島梨紗 准教授〉 

15:40-16:00 リフレクション・閉会式 
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事業の様子 

昨年度を大きく上回る 50 名の生徒が参加した北海学園大学会場の「Hokkaido Study Abroad 

Program」。開会前、同じ学校の参加者同士談笑するなど、リラックスした雰囲気が広がる中、開

会式を迎えました。 
 

【大学生と考える留学・海外渡航】 

北海学園大学・田中教授司会のもと、学生７名による、留学等の体験記発表を行いました。様

々な国・地域に留学等を行った学生の発表は、今後留学することを考えている参加者にとって、

とても刺激的で充実した内容でした。終了後、参加者は、積極的に大学生のところに行き、たく

さん質問をしていたのが印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義】「カナダでの留学生活 Studying in Canada」 

レスブリッジ大学・デイヴィッド・ローグ教授を講師に、カナダで留学生活を送るための基本

的な情報・留意事項などについての講義を実施しました。All English での講義であり、参加者

にとって難しい内容もありましたが、講義終了後には質問が出るなど、参加者はカナダでの留学

生活に興味関心をもつことができました。また、参加者からは、「80分間、英語が母国語の先生

の講義を聴くのが初めてで、少し戸惑いました。でも、知っている単語、スライドの絵・画像な

どで内容を理解することができました。やはり、日々の英語の授業をただ受けるだけではなく、 

しっかり毎時間実りのあるものにしなければならないなと思いました。」などの感想が寄せられ

ました。 
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【留学生との文化交流】「『謎解き×フォトハント』-GAKUEN QUEST-」 

 北海道伊達開来高等学校・太田和樹教諭発案の「GAKUEN QUEST」。参加者は、各グループに配

置された留学生と協力し、まずは、５つの謎解きに挑戦しました。謎解きは日本語で書かれてい

るため、参加者は留学生に英語で説明しなければなりません。謎解きの内容も多岐にわたり、英

語でコミュニケーションを取る内容としては素晴らしいものでした。謎解きを完了したグループ

は、北海学園大学キャンパス全体を会場とするフォトハントを行いました。「大学を感じられる

場所」「落ち着く場所」などのテーマに基づき、グループで相談しながら、写真を撮影しました。

会場から離れ、英語でコミュニケーションを取ることで、参加者と留学生の距離は縮み、和気藹

々とした雰囲気で、このコマは終了しました。 

 

【ワークショップ】「ケースに学ぶ異文化理解・コミュニケーション」 

北海道伊達開来高等学校・太田和樹教諭を講師として、自身の海外研修引率経験談や本校在学

生の留学事例の紹介を通して異文化理解を深めてくれました。また、留学や国際交流に必要とな

る技能についてトレーニングを行うことで、実践的なコミュニケーション能力や主体的に挑戦し

ようとする態度を育成しました。参加者からは、「伝えたいことを直接的に伝えることができな

くても、説明したり、ジェスチャーを使ったりすることで伝わることも少なくないと感じました。」、

「他校の方と英語でコミュニケーションをとったのはこれが初めてでした。最初は緊張したけど、

ゲームを通じて相手のいいとこをしれたので楽しかったです。」といった感想がありました。 
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【講義】 

北海学園大学経営学部経営情報学科・水島梨紗准教授を講師として、「身近な食材から世界と

のつながりを考える：国際社会におけるエシカル・サステナビリティ」をテーマに講義いただき

ました。グループディスカッションを通じ、「身近な食材がどこから来ているのか」「生産地の

リアルな暮らしはどのようになっているか」「国際社会が抱える環境・人権問題は何か」という

テーマのもと、人や自然環境に配慮した持続性のある社会を守るために、私たちは消費者として

どう行動すべきなのか考えることができました。 

 

【閉会式】 

閉会式では、参加者代表から感想が述べられた後、北海道教育委員会から参加者へ修了証が授

与されました。最後に、北海学園大学 森下宏美 学長 様から、「国際的な視野を身に付け、

これからも学びを続けてほしい」とのメッセージが贈られ、プログラムを締めくくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

閉会式を終え、参加者と留学生が別れを惜しむように最後まで英語でコミュニケーションを取

っていた姿は、参加者が次の英語学習への意欲をもってくれたと確信できるものでした。本事業

に関わっていただいた皆様に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者からの感想（一部抜粋）】 

◯ プログラムの大部分が英語で行われたため、最初は緊張したが、英語でコミュニケーション

を取る楽しさを実感することができた。また、自分の英語力の課題を知るとともに、もっと英

語を学びたいという意欲が高まった。 

◯ 留学についてスピーチを聞いたり交流を行ったりすることで様々なことを学ぶことができ

た。  

◯ 自分はあまり英語が得意ではなかったが、参加したことによって学習意欲が湧いた。  


